
【
特
集
】
人
生
後
半
の
準
備

22

で
は
障
害
者
の
方
の
就
労
を
支
援
す
る
就
労
支
援

事
業
所
を
選
び
、実
習
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

体
験
で
し
た
が
、い
ろ
ん
な
障
害
者
の
方
た
ち
と
一

緒
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
折
り
込
み
作
業
な
ど
す
る

う
ち
に
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
ね
。
そ
し
て
１
年

間
の
講
座
修
了
後
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
県
市
民
後

見
人
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
県
市
民
後
見
人
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
な
の
で
す
か
。

　

私
も
受
講
し
た
「
市
民
後
見
人
養
成
講
座
」
の

第
２
期
生
の
う
ち
千
葉
県
在
住
の
方
た
ち
が
中
心

と
な
り
、２
０
１
１
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

現
在
の
会
員
数
は
15
名
で
、
男
女
比
は
半
々
、元

会
社
員
や
元
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
い
れ
ば
、
現
役

の
会
社
員
や
公
務
員
、
福
祉
施
設
の
担
当
者
も

い
る
な
ど
経
歴
や
職
種
は
様
々
で
す
。

―
―
市
民
後
見
人
の
場
合
、
親
族
ま
た
は
弁
護
士
な

ど
専
門
職
が
成
年
後
見
人
等
に
な
る
場
合
と
比
べ

て
、
職
務
や
効
力
に
違
い
が
あ
る
の
で
す
か
。

　

成
年
後
見
人
等
が
親
族
で
あ
っ
て
も
、専
門
職

で
あ
っ
て
も
、市
民
後
見
人
で
あ
っ
て
も
、法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
る
職
務
や
効
力
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

職
務
内
容
は
大
き
く
２
つ
あ
り
、「
財
産
管
理
」と

「
身
上
保
護
」
で
す
。
財
産
管
理
は
、
成
年
後
見

制
度
を
利
用
さ
れ
る
ご
本
人
が
滞
り
な
く
生
活
で

き
る
よ
う
、
収
入
と
支
出
を
管
理
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
身
上
保
護
は
、
本
人
が
安
心
し
て
生
活
を

送
れ
る
よ
う
健
康
や
介
護
の
面
か
ら
見
守
り
を

し
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
医
療
や
介
護
な
ど
各
種
サ

ー
ビ
ス
を
適
し
た
も
の
に
変
更
し
た
り
し
ま
す
。

元会社員

江島 紀浩さん（71歳）2019年退職
【えじま・みちひろ】1954年生まれ。1977年、電気部品メーカーに技術職として入社。その後営業、営業
本部、総務部に配属。販売促進、社員教育、社員の福利厚生、グループ会社の不動産管理など担当。在職中
に宅地建物取引主任者とＦＰの資格を取得。65歳で定年退職後は、介護職員初任者研修を受講し、介護職
として４年半勤務。定年退職した年から１年間、東京大学教育学研究科生涯学習論研究室と一般社団法人
地域後見推進センターとの共同研究により地域後見推進プロジェクトが実施している「市民後見人養成講座」
を受け、第12期生に。現在「ＮＰＯ法人千葉県市民後見人支援センター」理事長として日々奮闘している。
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―
―
江
島
さ
ん
は
電
気
部
品
メ
ー
カ
ー
で
技
術
職
と

し
て
勤
務
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。
65
歳
で
定
年

退
職
後
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

　

私
が
定
年
後
に
始
め
た
こ
と
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
は
介
護
職
の
仕
事
で
す
。65
歳
で
ま
だ
身
体

も
元
気
で
し
た
し
、
年
金
も
少
な
い
の
で
何
か

仕
事
を
し
よ
う
。介
護
職
な
ら
自
分
の
将
来
へ
の

備
え
に
も
な
り
そ
う
だ
と
思
い
、介
護
職
員
初
任

者
研
修
を
受
講
し
、地
域
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
通
所

介
護
）で
働
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。利
用
者
の
送
迎

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、入
浴
や
排
泄
の
介
助
、話

し
相
手
な
ど
に
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、立
ち

仕
事
が
続
い
た
か
ら
か
足
腰
を
痛
め
て
し
ま
い
、

４
年
半
勤
務
し
た
後
、
70
歳
で
退
職
し
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
は
、
弁
護
士
な
ど
専
門
職
で
も
親
族

で
も
な
い
市
民
が
成
年
後
見
人
等
と
な
る
「
市
民

後
見
人
」
の
養
成
講
座
の
受
講
で
す
。
と
い
う
の

も
、
私
の
３
歳
上
の
兄
が
若
く
し
て
統
合
失
調
症

に
か
か
り
、
そ
の
対
応
に
長
年
苦
慮
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
母
親
が
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
は
、

将
来
、
兄
も
認
知
症
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
事
前
に
成
年
後
見
制
度
を
学
ん
で
お
き

た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

―
―
成
年
後
見
制
度
は
ど
こ
で
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

　

東
京
大
学
教
育
学
研
究
科
生
涯
学
習
論
研
究
室

と
（
一
社
）
地
域
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同

研
究
に
よ
り
地
域
後
見
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実

施
し
て
い
る
「
市
民
後
見
人
養
成
講
座
」
で
す
。

月
１
～
２
回
の
頻
度
で
、
丸
一
日
み
っ
ち
り
弁
護

士
や
元
裁
判
官
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
し
、
演
習

視野を広げてくれた視野を広げてくれた
「市民後見人」の活動「市民後見人」の活動
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助
」
の
場
合
は
、
ご
本
人
が
あ
る
程
度
で
き
ま
す

の
で
、
部
分
的
に
預
貯
金
の
管
理
だ
け
を
代
理
で

行
う
と
い
っ
た
個
別
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
月
１
回
以
上
ご
本
人
を
訪
問
す
る
と

決
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
訪
問
す
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
本
人
の
生
活
環
境
を

見
て
、ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
考
え
て
い
き

ま
す
。
色
々
な
問
題
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
の

で
、メ
ン
バ
ー
内
で
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

た
り
、外
部
の
関
係
者
に
尋
ね
た
り
、時
に
は
家
庭

裁
判
所
に
相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
活
動
す
る
上
で
、こ
だ
わ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
？

　

市
民
後
見
人
と
し
て
、
ご
本
人
が
ど
の
よ
う
な

生
活
を
送
ら
れ
て
い
た
の
か
お
話
を
聞
き
な
が
ら

思
案
し
た
り
、
ご
親
族
の
ご
意
見
も
よ
く
聞
く
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
視
野
も
広
が
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

―
―
で
は
、
大
変
な
こ
と
は
？

　

判
断
能
力
を
欠
く
状
態
の
方
と
言
っ
て
も
、
全

く
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ご

本
人
の
ご
要
望
も
出
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
自
宅
よ
り
も
施
設
に
入
っ
た
ほ
う

が
良
い
と
考
え
て
い
て
も
、
ご
本
人
が
や
っ
ぱ
り

自
宅
が
良
い
と
言
わ
れ
る
ケ
ー
ス
は
多
い
で
す
。

無
理
や
り
、
施
設
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

知
的
障
害
を
持
っ
た
方
で
は
、色
々
と
こ
だ
わ
り
の

あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で

ご
本
人
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

―
―
成
年
後
見
人
等
と
し
て
の
報
酬
は
？

　

私
ど
も
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、報
酬

は
当
て
に
し
て
い
ま
せ
ん
。活
動
で
必
要
な
経
費
は

法
人
が
負
担
し
、収
支
は
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
て

い
ま
す
。

　

法
定
後
見
で
は
成
年
後
見
人
等
の
報
酬
に
つ

い
て
、
制
度
の
利
用
者
で
あ
る
ご
本
人
の
資
産

な
ど
を
基
に
家
庭
裁
判
所
が
決
め
ま
す
。
引
き

受
け
て
１
年
後
に
裁
判
所
に
報
告
書
を
提
出
す

る
と
、
報
酬
額
が
決
ま
り
、
ご
本
人
の
口
座
か
ら

そ
の
報
酬
額
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私

ど
も
で
お
引
き
受
け
し
て
い
る
方
々
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
の
財
産
を
お
持
ち
で
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど

で
、
お
一
人
当
た
り
二
十
数
万
円
を
１
年
間
の

報
酬
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
て
い
ま
す
。

―
―
法
人
と
し
て
の
課
題
は
？

　

成
年
後
見
制
度
等
の
見
直
し
に
向
け
た
議
論
や

市
民
後
見
人
の
養
成
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
担
い
手
が
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

私
た
ち
の
法
人
で
は
現
役
世
代
の
メ
ン
バ
ー

も
い
ま
す
が
、
成
年
後
見
人
等
の
職
務
は
平
日

が
メ
イ
ン
で
あ
る
上
、
仕
事
や
家
庭
で
忙
し
く

活
動
へ
の
参
加
は
難
し
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
も
、
担
い
手
の
確
保

が
今
一
番
の
課
題
で
す
。

―
―
読
者
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
分
は
何
を
す
べ
き
か
、
今
ま
で
の
ご
自
分
の

体
験
を
生
か
し
て
い
け
れ
ば
、
１
０
０
歳
を
迎

え
て
も
必
ず
充
実
感
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。自
分

の
一
生
の
生
命
を
ど
う
使
う
か
を
考
え
る
時
期

が
、
早
く
来
る
と
良
い
で
す
ね
。

　

こ
の
身
上
保
護
は「
事
実
行
為
」と
さ
れ
る
実
際

の
介
護
や
身
の
回
り
の
世
話
ま
で
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
現
実
に
合
っ
た
市
民
目
線

で
の
サ
ポ
ー
ト
を
大
切
に
し
て
い
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
応
も
し
て
い
ま
す
。

―
―
依
頼
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
す
か
。

　

以
前
は
、
会
員
の
紹
介
を
通
じ
た
ご
依
頼
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
最
近
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ご
依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
等
を
立
て
る
た
め
に
は
、
家
庭

裁
判
所
へ
の
申
立
て
が
必
要
で
す
。
そ
の
際
、

４
親
等
内
の
親
族
な
ど
を
後
見
人
候
補
者
と
し
て

記
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
必
ず
し
も
選
ば

れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
ご
依
頼
を

受
け
た
場
合
に
は
、
申
立
て
の
お
手
伝
い
を
し

候
補
者
名
と
し
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
成
年
後
見

人
等
が
選
任
さ
れ
、
法
務
局
に
登
記
さ
れ
る
ん

で
す
ね
。
我
々
は
法
人
と
し
て
成
年
後
見
人
等
を

引
き
受
け
て
お
り
、
法
人
名
で
登
記
さ
れ
ま
す
。

登
記
が
終
わ
れ
ば
、
正
式
に
成
年
後
見
人
等
と

し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

―
―
成
年
後
見
人
等
に
な
る
と
、
ご
本
人
の
す
べ
て

を
代
理
で
行
う
の
で
す
か
。

　

法
定
後
見
に
は
判
断
能
力
の
衰
え
方
の
レ
ベ
ル

に
よ
っ
て
「
後
見
」「
補
助
」「
保
佐
」
が
あ
り

ま
す
。「
後
見
」
で
あ
れ
ば
ご
本
人
が
ご
自
分
で

は
理
解
も
判
断
も
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
と
い
う

状
態
で
す
の
で
、
後
見
人
に
す
べ
て
の
代
理
権

が
与
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し「
保
佐
」や「
補

「市民後見人」とは？
　市民後見人とは、弁護士や司法書士、社会福祉士などの専門の資格をもたない、親族以外の市民による
成年後見人等（（成年）後見、保佐、補助、任意後見）です。市町村等が行う研修で必要な知識や技術、
社会規範、倫理性を身につけます。市民後見人としての実際の活動は、家庭裁判所の選任を受けてからと
なります。市民後見人には、同じ地域に暮らす住人として、本人と同じ目線で考えたり、寄り添ったり、
専門職とは異なる視点が期待されます。



【
特
集
】
人
生
後
半
の
準
備

24

（成年）後見
179,373 人

　保佐
54,916 人

補助
16,857 人

任意後見
2,795 人

「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
？

　

高
額
な
買
い
物
を
し
た
り
、サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
の
契
約
を
し
た
り
、私
た
ち
は
生
活
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
を
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
り

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
と
っ
て
そ
れ
ら
は

難
し
く
、
ゆ
え
に
日
常
生
活
に
支
障
を
来
し
た

り
、
不
利
益
を
被
っ
た
り
し
ま
す
。そ
の
よ
う
な

方
々
を
守
る
た
め
、
後
見
人
に
よ
り
支
援
す
る

制
度
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

成
年
後
見
制
度
は
大
き
く
２
種
類

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
大
き
く
２
つ
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。

● 

任
意
後
見
制
度

　

制
度
の
利
用
者
で
あ
る
「
本
人
」
が
、
判
断

能
力
が
低
下
し
た
場
合
に
備
え
、判
断
能
力
が
十
分

あ
る
う
ち
に
、あ
ら
か
じ
め
自
ら
（
任
意
）
後
見
人

を
選
び
、自
分
の
代
理
で
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
契
約

し
て
お
く
制
度
で
す
。

● 

法
定
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
既
に
不
十
分
に
な
っ
て
い
る
人
に

対
し
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
り
後
見
人
が
選
ば
れ
る

制
度
で
す
。
法
定
後
見
制
度
に
は
、
本
人
の
判
断

能
力
に
応
じ
て
、（
成
年
）
後
見
、
保
佐
、
補
助
の

３
種
類
が
あ
り
ま
す
【
図
表
１
】。こ
こ
で
は
、こ
れ

ら
を
ま
と
め
て
「
成
年
後
見
人
等
」
と
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
12
月
末
現
在
の
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
数
は
25
万
３
９
４
１
人

で
、
そ
の
う
ち
「（
成
年
）
後
見
」
が
全
体
の
７
割

を
占
め
て
い
ま
す
【
図
表
２
】。

【参考】【参考】「成年後見制度」について「成年後見制度」について

【図表３】��「任意後見制度」の利用の流れ
制度の利用者である「本人」と
「任意後見人」候補者が

公証役場へ行き公正証書により
「任意後見契約」を結ぶ

判断能力
の低下

家庭裁判所に
「任意後見監督人」

を申立て

家庭裁判所により
任意後見監督人
が選任される

任意後見の開始

成人であれば、誰でも、本人の
信頼できる人を任意後見人にす
ることができる（破産者、本人に
対し訴訟をしているなど法律が
ふさわしくないと定めている事由
がある人は除く）。
任意後見契約には、公正証書の
基本手数料、登記嘱託手数料、
印紙代がかかる（目安15,000円）

任意後見人をチェ
ックする「任意後
見監督人」には、
弁護士や司法書士
社会福祉士など、
専門職が選ばれる
ことが多い

任意後見人は、任意後見契約で決められたこ
とを行い、任意後見監督人に定期的に報告し
チェックを受ける。任意後見監督人は定期的
に家庭裁判所に報告し、チェックを受ける。
任意後見の開始後にかかる費用に報酬と事務
費がある。任意後見人の報酬は任意後見契約
によって、任意後見監督人の報酬は家庭裁判
所によって決められる（目安は月１～３万円）。
その他、事務費（交通費など）も必要となり、
いずれも本人の財産から支払われる

「
任
意
後
見
制
度
」
利
用
の
流
れ

　

任
意
後
見
制
度
の
利
用
の
流
れ
は
【
図
表
３
】

の
と
お
り
で
す
。
任
意
後
見
人
は
公
正
証
書
に
よ

る
本
人
と
の
契
約
に
基
づ
き
、
本
人
の
判
断
能
力

申立てができる人
は、本人、配偶者、
４親等内の親族、
任意後見人

【図表１】��法定後見制度の３つの種類 【図表２】成年後見制度の
利用者数（令和6年12月末）

出典：厚生労働省「成年後見制度の現状」
（令和7年5月）を基に作成

対象となる方
判断能力が
欠けているのが
通常の状態の方

判断能力が
著しく不十分な方

判断能力が
不十分な方

成年後見人等が
同意または
取り消すことが
できる行為 ※１

原則として
すべての
法律行為

借金、相続の承認など、
民法13条1項記載の行為
のほか、申立てにより
裁判所が定める行為

申立てにより
裁判所が定める
行為 ※２

成年後見人等が
代理することが
できる行為 ※３

原則として
すべての
法律行為

申立てにより
裁判所が定める行為

申立てにより
裁判所が定める
行為

補　助保　佐（成年）後見

出典：家庭裁判所「成年後見制度 ―利用をお考えのあなたへ―」

※１ 成年後見人等が取り消すことができる行為には、日常生活に関する行為は含まれない。
※２ 民法13条1項記載の行為（借金、相続の承認や放棄、訴訟行為など）の一部に限る。
※３ 本人の居住用不動産の処分については、家庭裁判所の許可が必要となる。
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親族以外
34,245 人

親族
7,077 人

司法書士 34.7 ％
弁護士 25.7 ％

社会福祉士 20.1 ％
その他法人 7.9 ％
行政書士 5.1 ％

社会福祉協議会 4.6 ％
市民後見人 1.0 ％

社会保険労務士 0.4 ％
その他個人 0.3 ％

税理士 0.2 ％
精神保健福祉士 0.1 ％

子 52.5 ％
その他親族 17.7 ％
兄弟姉妹 15.1 ％

親 7.6 ％
配偶者 7.2 ％

出典：厚生労働省「成年後見制度の現状」（令和7年5月）を基に作成

が
低
下
し
た
ら
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
任
意
後
見

監
督
人
（
任
意
後
見
人
の
監
督
者
）
の
選
任
を

経
て
、
任
意
後
見
を
開
始
し
ま
す
。

「
法
定
後
見
制
度
」
利
用
の
流
れ

　

法
定
後
見
制
度
の
利
用
の
流
れ
は
【
図
表
４
】

の
と
お
り
で
す
。
任
意
後
見
制
度
が
い
わ
ば
契
約

に
よ
る
後
見
制
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
成
年
後
見

制
度
は
法
律
に
よ
る
後
見
制
度
で
す
。

　
【
図
表
５
】
は
、
法
定
後
見
と
任
意
後
見
を
合
せ

た
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
立
て
の
動
機
で
す
。「
預
貯

金
等
の
管
理
・
解
約
」
や
入
院
・
施
設
入
所
へ
の

手
続
き
と
い
っ
た
「
身
上
保
護
」
が
必
要
だ
け
れ

ど
も
、
本
人
は
既
に
判
断
能
力
が
不
十
分
で
あ
る

よ
う
な
場
合
、
成
年
後
見
人
等
を
申
立
て
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
申
立
人
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
に

最
も
多
か
っ
た
の
は
市
区
町
村
長
で
、全
体
の
23・

９
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

後
見
人
に
つ
い
て
、
任
意
後
見
人
は
本
人
が
事

前
に
決
め
て
お
く
の
に
対
し
、
成
年
後
見
人
等
は

家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
令
和
６

年
の
デ
ー
タ
で
は
、
親
族
の
選
任
は
２
割
の
み
で
、

８
割
以
上
が
親
族
以
外
で
す
【
図
表
６
】。
司
法
書

士
、弁
護
士
、社
会
福
祉
士
を
始
め
と
す
る
専
門
職

が
多
い
で
す
が
、社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

い
っ
た
「
そ
の
他
法
人
」
や
「
社
会
福
祉
協
議
会
」

な
ど
法
人
も
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
等
を
監
督
す
る
「
成
年
後
見
監
督

人
」
は
、
家
庭
裁
判
所
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に

選
任
さ
れ
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
は
原
則
、
途
中
で
や
め
ら
れ
な
い

　

成
年
後
見
制
度
は
一
度
開
始
さ
れ
る
と
、
原
則

と
し
て
本
人
が
亡
く
な
る
ま
で
続
き
、
途
中
で

や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
任
意
後
見
で
は
任
意
後
見
監
督
人
の

選
任
前
で
あ
れ
ば
解
除
可
能
で
す
。
ま
た
、
本

人
の
判
断
能
力
が
回
復
し
て
、
家
庭
裁
判
所
へ

申
立
て
を
行
い
、
正
当
な
事
由
と
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【図表４】��「法定後見制度」の利用の流れ

判断能力
の低下

家庭裁判所に
「成年後見・保佐・補助」

を申立て

「成年後見人等（（成年）後見、保佐、補助）」が
選任される

（成年）後見・保佐・補助の開始

家庭裁判所により、成年後見人等が選任さ
れる。
家庭裁判所が必要と認めた場合は、成年後
見人等をチェックする「成年後見監督人」
も選任される

成年後見人等に選任されると、財産目録と
年間の収支予定表を作成し、家庭裁判所に
提出する。その後、年１回以上提出する。
成年後見人等の開始後にかかる費用として、
報酬と事務費がある。これらは本人の財産
から支払われる

申立てができる人は、本人、
配偶者、４親等内の親族、
任意後見人、市区町村長、
検 察 官、 成 年 後 見 人 等、
成年後見監督人等

家庭裁判所が必要と認めた場合は
「成年後見監督人」も選任される

預
貯
金
等
の
管
理・解
約

身
上
保
護

介
護
保
険
契
約

不
動
産
の
処
分

相
続
手
続

保
険
金
受
取

訴
訟
手
続
等

そ
の
他

38,561

単位
（件）

【図表５】��家庭裁判所への
申立ての動機

【図表６】��成年後見人等と本人との関係

０

１万

２万

３万

４万
30,599

18,623
14,990

10,855
7,132

2,301
2,991

※ �後見開始、保佐開始、補助開始及び
任意後見監督人選任を対象


